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ＥＣＩ方式を活用した
二重峠トンネル工事

（阿蘇工区）

安藤ハザマ・丸昭 地域維持型建設共同企業体

二重峠トンネル（阿蘇工区）作業所 米田 新
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国道57号北側復旧ルート
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阿蘇工区
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工事概要

工 事 名：熊本57号災害復旧 二重峠トンネル(阿蘇工区)工事

工 期：2017年3月11日～2020年7月31日

工事場所：熊本県阿蘇市車帰地先

発 注 者：国土交通省 九州地方整備局

施 工 者：安藤ハザマ・丸昭 地域維持型建設共同企業体

工事内容：トンネル延長 本坑 L＝1,820m（NATM,発破方式）

避難坑 L＝1,819m（NATM,発破方式）

契約金額：11,998,800,000円

特 徴：長さ3kmを超える長大トンネルで避難坑を併設

ＥＣＩ方式により契約

（国内のトンネル新設工事では初の適用）
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ＥＣＩ方式について
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価格競争
方式

発注者が示す仕様に対し、価格提案のみを求め、
落札者を決定する方式

最低の価格をもって申込みをした者と
契約

総合評価
落札方式

技術提案を募集するなどにより、入札者に、工事
価格及び性能等をもって申込みをさせ、これらを
総合的に評価して落札者を決定する方式

【除算方式】
評価値=技術評価点÷入札価格

【加算方式】
評価値=価格評価点+技術評価点

技術提案・
交渉方式

技術提案を募集し、最も優れた提案を行った者を
優先交渉権者とし、その者と価格や施工方法等
を交渉し、契約の相手方を決定する方式

【設計・施工一括タイプ】

選定した優先交渉権者と設計と施工
を一括で契約

【技術協力・施工タイプ】
（ＥＣＩ方式）

選定した優先交渉権者の技術を設
計に反映した後に施工を契約

【設計交渉・施工タイプ】

選定した優先交渉権者と設計と施工
を別個に契約
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ＥＣＩ方式について
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「アーリー・コントラクター・インボルブメント」の略。

早期 ・ 請負者（施工者） ・ 関与

提案した技術を

設計に反映

価格交渉・合意により

随意契約

Early  ・ Contractor  ・ Involvement

設計段階から施工者が参画し、施工を前提に設計に対する技術協力を行う。

→設計段階から施工者独自のノウハウを取り入れる発注方式。

設計完了後に価格交渉し、合意により発注者と工事契約を結ぶ。

設計者は

施工者と別
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提案内容
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工期短縮の提案内容

① 避難坑からのアクセスによる本坑３箇所でのトンネル掘削

② 施工効率を考慮した避難坑の断面形状設定

③ 高強度部材を用いた薄肉化支保パターンの採用

④ 高性能大型機械の採用

⑤ ３班３交代制による掘削稼働時間の増加

⑥ リスクを考慮した地山等級および補助工法の設定

⑦ 急速施工を可能とする仮設備計画
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① 避難坑からのアクセスによる本坑３箇所でのトンネル掘削
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避難坑を先行整備し、途中から横坑により本坑にアクセス、
本坑を３箇所で掘削

先行整備

横坑

切羽３ 切羽２ 切羽１

横坑

坑口

坑口

避難坑

本坑

切羽１

坑口

坑口

避難坑

本坑

本坑を坑口から１箇所で掘削標 準

提 案
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避難坑中心

本坑中心

切

羽

切

羽

①避難坑から横坑により本坑へアクセス
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➌

➋

➊

➊避難坑から横坑を分岐➋本坑へ合流➌本坑（切羽2）を掘削

横坑
本坑

切羽２

避難坑
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② 施工効率を考慮した避難坑の断面形状設定
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標 準 提 案

掘削断面積：17㎡

約3倍

掘削断面積：47㎡

重ダンプなどが離合可能な大きさ消防車などが1台通る大きさ

本坑切羽2と3の施工効率を考慮し、
避難坑の断面を拡大
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7900

6
7
0
0重ダンプ

消防車

重ダンプ
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②避難坑断面の拡大
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避難坑の掘削で大型の施工機械を使用可能
→急速施工により避難坑を先行整備

本坑で使用する25t重ダンプが離合可能
3切羽分の換気用の風管が配置可能

7900

6
70
0

7900

6
70
0

本坑2へ
本坑3へ 避難坑用 避難坑用

ドリルジャンボ
2ﾌﾞｰﾑ2ﾊﾞｽｹｯﾄ

ｺﾝｸﾘｰﾄ吹付け機
8～22㎥/h級

ダンプトラック
25t積

避難坑の施工状況 避難坑での大型の施工機械
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トンネル掘削の流れ（ＮＡＴＭ工法）
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掘 削

ずり出し

鋼製支保工設置

コンクリート吹付け

ロックボルト打設

繰
り
返
し

トンネルは、地山の状況に応じて、

１～２ｍ程度ずつ掘削する。

掘削後、支保工で周囲を固めたあと、

次の掘削に移る。
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トンネル掘削の施工サイクル（発破掘削）
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①掘削：穿孔･装薬 ②掘削：爆破 ③ずり出し

④鋼製支保工設置 ⑤コンクリート吹付け ⑥ロックボルト打設

切羽面の岩盤にドリルで孔を開け、

爆薬を詰める

爆薬を一斉に爆発させ、

岩盤を粉砕する（1～2m程度）

掘削した土砂をダンプに積込み、

トンネルの外へ運搬する

楕円形に加工したＨ型鋼を、

掘削したところに設置する

コンクリートを地山に吹付け、

固める

鋼製の棒を地山に打込み、

補強する
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③高強度部材を用いた薄肉化支保パターンの採用
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強度の高い部材を使用することで、
支保工を薄肉化、施工数量を減

↓

サイクルタイムの短縮

標 準 提 案

吹付け厚さ
20cm→15cm

金網
有→無

吹付け強度18N 吹付け強度36N

25%減

2
00

40
0

60
0

φ5×150×150
金      網

1000

１ 掘 進 長

ロックボルト
L=6000

(18-15-40BB)
覆工コンクリート

吹付けコンクリート
t=200 (18-10-15N)

非鋼繊維0.3%/m 混入3

H-150×150×7×10
鋼アーチ支保工
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③高強度部材を用いた薄肉化支保パターンの採用
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標 準

提 案

ロックボルト本数
25本
↓
15本

←ロックボルト耐力176.5kN

←ロックボルト耐力290kN

40%減

t=400 (18-15-40BB)
覆工コンクリート

R1
=7
75
0

R2
=5
05
0

t=500 (18-8-40BB)
インバートコンクリート

S.L

L=6000 (耐力290kN以上)

吹付けコンクリート
t=150 (σck=36N/mm2)

HH-108×104×10×12
鋼アーチ支保工
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T

40
0
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41
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0

2
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R5=1500

00'
45°

00"

00'
45°

00"

高耐力ロックボルト

×7

6

3

1
00

1=

00
12

非鋼繊維0.3%/m 混入

R3=5050

サイクルタイム
の短縮
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④高性能大型機械の採用
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作業内容 標 準 提 案

穿孔
ドリルジャンボ
削岩機能力170kg超級

ドリルジャンボ
削岩機能力187kg超級

ずり積込
ホイールローダ
山積2.3㎥級

ホイールローダ
山積5.0㎥級

ずり運搬
ダンプトラック
10t積

ダンプトラック
25t積

鋼製支保工
設置

ドリルジャンボを使用
専用のエレクター台車
（吹付け機と一体）

コンクリート
吹付け

コンクリート吹付け機
吐出量8～22㎥／h級

エレクター搭載型吹付け機
吐出量30㎥／h級

エレクター搭載型吹付け機
30㎥/h級

ドリルジャンボ
187kg超級

ホイールローダ
5.0㎥級

ダンプトラック
25t積

本坑の掘削で使用する施工機械

サイクルタイム
の短縮

©2013 HAZAMA ANDO CORPORATION. All Rights Reserved.

⑤ ３班３交代制による掘削稼働時間の増加
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1方当たり8時間の3班3交代制
↓

切羽は24時間稼働

1方当たり8時間の2班2交代制
↓

切羽は16時間稼働

標 準 提 案

稼働時間
1.5倍

1の方 1の方

2の方

2の方

3の方

稼働無し

稼働無し

0

8

12

20

0

816

24

8時間

8時間 8時間 8時間

8時間

24
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⑥ リスクを考慮した地山等級および補助工法の設定
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地下水位が高いと想定される区間 地山が非常に脆弱と想定される区間

SL

水抜きボーリング工
（φ65mm、L=30m）

本坑（補助ベンチ付き全断面）

↓
水抜きボーリングと補助工法を設定

↓
剛性の高い支保パターンを設定

断  面　ＤⅡAH
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LC

ロックボルト
L=6000

t=400 (18-15-40BB)
覆工コンクリート

φ5×150×150
金      網

H-200×200×8×12
鋼アーチ支保工

吹付けコンクリート
t=250 (18-10-15N)

非鋼繊維0.3%/m 混入

金 網 工 L=26294

45°

S.L

小口径長尺鋼管先受工
φ76.3mm(t=4.2mm 鋼管)
L=12500 N=31本

×15 54 0
6

075

吹付けコンクリート
t=250 (18-10-15N)

9000

長尺鏡ボルト

1シフト長　9.0m9000

長尺鏡ボルト φ76.3 L=13500（高付着溝付鋼管）
（スリット入り）

注入式小口径長尺鋼管先受工　Φ76.3mm  L=12500

補助工縦断図

9000

注入式小口径長尺鋼管先受工

1シフト長　9.0m9000

ボーリング孔からの湧水状況（避難坑）
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⑦急速施工を可能とする仮設備計画
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防音壁（高さ4～8m）

掘削土砂仮置場
防音扉

吹付けConﾌﾟﾗﾝﾄ 濁水処理設備

工事用車両出入口

トンネル坑口

防音壁を計画工事用道路を計画

仮設備の

配置を計画
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⑦急速施工に対応した坑外仮設備
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門型クレーン吹付けコンクリートプラント 2台

工事用道路と一般道の立体交差

一般道

工事用道路

掘削土砂仮置き場
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⑦環境対策設備
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本坑 防音扉 コンクリート充填2層式

避難坑 防音扉 砂充填2層式

坑外ヤード 防音壁 H=4～8m

濁水処理設備
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施工結果
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工期短縮の効果

工期短縮の提案内容

①避難坑からのアクセスによる本坑3箇所でのトンネル掘削

②施工効率を考慮した避難坑の断面形状設定

③高強度部材を用いた薄肉化支保パターンの採用

④高性能大型機械の採用

⑤ ３班３交代制による掘削稼働時間の増加

⑥ リスクを考慮した地山等級および補助工法の設定

⑦急速施工を可能とする仮設備計画
避難坑貫通状況

本坑貫通状況

避難坑から本坑切羽２へのアクセス状況

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

準備工

避難坑掘削 1819m

本坑掘削 1820m

準備工

避難坑掘削 1819m

本坑切羽１掘削 942m

本坑切羽２掘削 794m

本坑切羽３掘削 84m

標
準

実
績

　　　　　　　　　　　工期
　　　種別

掘削工程 36ヵ月

掘削工程 19ヵ月
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まとめ

ＥＣＩのメリット

・施工者としての意見やノウハウを設計に盛り込めた

・工事開始後の変更が少なく、協議もスムーズに行えた

・仮設工事を早期に着手できた

ＥＣＩのデメリット

・契約前のＥＣＩ協議に、多大な労力を要した
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